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条
例
改
正
・
補
正
予
算

ま
た
、
5
年
以
内
と
す
る

O
A
機
器
な
ど
の
物
品
や

機
械
警
備
な
ど
が
対
象
と
な

る
。

債
務
負
担
行
為
を
す
べ
き

で
は

　
　
　

相
手
方
に
と
っ
て
は
、

債
務
負
担
行
為
の
方

が
担
保
と
な
り
安
心
で
は
な

い
か
。

　
　
　

本
来
で
あ
れ
ば
、
全

て
債
務
負
担
行
為
を

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
事

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

長
期
継
続
契
約
制
度
を
活
用

す
る
。

問答

６月
会議

令
和
6
年
涌
谷
町
議
会
定
例
会
6
月
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

19
日（
水
）・
20
日（
木
）に
開
催

条
例
改
正
な
ど
議
案
10
件 

↓ 

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

一
般
質
問 

↓ 

7
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
し
た

〇
涌
谷
町
長
期
継
続
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
契
約
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
で
、
債
務
負

担
行
為
を
設
定
す
る
こ
と
な

く
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
契

約
を
締
結
で
き
る
契
約
に
つ

い
て
、
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、

業
務
効
率
を
図
る
た
め
、
一

部
改
正
を
行
う
も
の
。

長
期
継
続
契
約
の
対
象
は

　
　
　

具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
契
約
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

設
計
価
格
が
1
千
万

円
未
満
で
、
契
約
期

間
を
7
年
以
内
と
す
る
車
両
、

条 

例 

改 

正

質
　
　
疑

問答

高
齢
者
の
免
許
返
納
促
進

補
助
金
の
経
緯
は

　
　
　

手
挙
げ
方
式
で
あ
る

が
、複
数
の
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
選
択
し
た
の
か
。

　
　
　

65
歳
以
上
の
運
転
免

許
自
主
返
納
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
す
る

こ
と
で
効
果
を
実
証
す
る
も

の
で
、
他
の
メ
ニ
ュ
ー
は
な

い
。

涌
谷
駅
利
用
促
進
の
考
え

は
　
　
　

ロ
ー
カ
ル
線
利
用
促

進
バ
ス
運
行
事
業
で

は
、
ど
の
よ
う
な
想
定
を
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

土
日
の
イ
ベ
ン
ト
の

際
、
主
に
町
外
利
用

者
を
想
定
し
て
涌
谷
駅
前
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す

る
こ
と
で
、
交
流
人
口
と
鉄

道
利
用
者
の
拡
大
を
図
る
。

歳
入
質
疑

雑
　
　
入

問答

歳
出
質
疑

総
務
管
理
費

問答

一般会計
補正予算

〈一般会計補正予算（第２号）の主な内容〉
○ 3 億 3034 万円を増額

（歳出）
・定額減税補足給付金事業経費 �  1 億 2786 万円
・低所得世帯物価高騰対策給付金給付経費 �  7122 万円
・企業誘致対策経費  �  2862 万円　　　　　　　　
・その他経費  �  1 億 264 万円
� ※万円未満切り捨て

原
案
可
決

条例改正など ４件

補正予算 ６件

一般質問　7 人

（→ P ４へ）

さまざまな課題を乗 り越えるために

（2）
わくや議 だ会 よ り 第218号
令和６年８月１日発行



　
冷
暖
房
設
備
の
更
新
に

伴
い
、
更
新
費
用
な
ど
を

増
額
す
る
も
の
。

遊
具
の
一
括
点
検
は
可
能

か　
　
　
都
市
公
園
遊
具
の
点

検
業
務
委
託
と
併
せ

て
各
集
会
所
の
遊
具
も
ま
と

め
て
で
き
な
い
か
。

　
　
　

可
能
か
ど
う
か
各
担

当
課
と
相
談
す
る
。

患
者
へ
の
影
響
は

　
　
　
施
工
範
囲
が
1
階
と

2
階
の
全
面
と
な
り

広
範
だ
が
、
患
者
へ
の
影
響

は
な
い
の
か
。

　
　
　

患
者
に
迷
惑
が
掛
か

ら
な
い
工
程
を
考
え

て
い
る
。 都

市
計
画
費

問答

質
　
　
疑

問答

　
涌
谷
中
学
校
2
年
生
の
職

場
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

　

職
業
の
世
界
を
自
分
の
目

で
見
て
体
験
を
し
て
、「
働

く
こ
と
の
意
義
」
を
実
感
し
、

社
会
人
や
職
業
人
と
し
て
の

基
礎
を
身
に
付
け
る
。
ま
た
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
に
よ

り
、
地
域
に
つ
い
て
よ
り
一

層
理
解
し
、
家
庭
で
職
業
や

将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
で
き
る
基
礎
を
形

づ
く
る
重
要
な
学
習
活
動
で

す
。

　
　
　

契
約
に
基
づ
く
リ
ス

ク
分
担
で
あ
る
。

渇
水
対
策
を
万
全
に

　
　
　
土
地
改
良
区
渇
水
対

策
事
業
と
あ
る
が
、

現
在
も
水
不
足
は
深
刻
で
あ

る
。
で
き
る
努
力
は
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　

番
水
な
ど
の
制
度
を

使
い
な
が
ら
今
あ
る

水
を
使
い
、
で
き
る
限
り
の

対
策
を
講
じ
る
。

企
業
誘
致
の
促
進
を

　
　
　
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
商

業
を
目
的
と
し
た
用

地
が
な
い
。
町
の
活
性
化
の

観
点
か
ら
農
振
地
域
を
一
部

除
外
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

ま
た
、
要
望
が
あ
っ
た
際
は

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
挑
戦
す

べ
き
だ
。

　
　
　

既
に
整
備
が
始
ま
っ

て
い
る
農
地
の
農
振

除
外
は
難
し
い
。
学
校
跡
地

な
ど
の
町
有
地
の
活
用
を
考

え
て
い
く
。

答
農
　
業
　
費

問答
商
　
工
　
費

問答

予
算
科
目
は
適
切
か

　
　
　
天
平
の
湯
の
施
設
環

境
整
備
は
、
町
で
発

注
し
て
修
繕
す
べ
き
と
思
う

が
、
な
ぜ
負
担
金
な
の
か
。

　
　
　

指
定
管
理
者
が
保
守

点
検
を
実
施
し
て
い

る
機
械
設
備
な
ど
の
工
事
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
で

発
注
を
行
っ
て
い
る
た
め
負

担
金
と
し
て
い
る
。

リ
ス
ク
分
担
の
見
込
み
は

　
　
　
天
平
の
湯
へ
の
施
設

運
営
費
負
担
金
は
令

和
5
年
度
の
燃
油
や
電
気
代

高
騰
に
伴
う
リ
ス
ク
分
担
と

し
て
負
担
す
る
よ
う
だ
が
、

今
後
も
高
騰
す
る
た
び
に
負

担
す
る
の
か
。

　
　
　

契
約
期
間
中
に
、
協

定
締
結
時
に
比
べ
、

10
％
以
上
上
昇
し
た
と
き
は
、

協
議
の
上
、
負
担
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
　
　
前
回
は
営
業
努
力
で

し
の
い
で
い
る
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
今
回
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
根
拠

を
示
し
て
ほ
し
い
。

問答問答問補
正
予
算

国民健康保険
病院事業会計

補正予算

さまざまな課題を乗 り越えるために

件　　名

一
　
條
　
裕
太
郎

二
　
上
　
光
　
子

黒
　
澤
　
　
　
朗

佐
々
木
　
敏
　
雄

佐
々
木
　
み
さ
子

稲
　
葉
　
　
　
定

只
　
野
　
　
　
順

後
　
藤
　
洋
　
一

伊
　
藤
　
雅
　
一

杉
　
浦
　
謙
　
一

門
　
田
　
善
　
則
　

竹
　
中
　
弘
　
光

大
　
泉
　
　
　
治

議決結果
（全て可決）

涌谷町長期継続契約を
締結することができる
契約を定める条例の一

部を改正する条例
〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇○ ○ ー

賛成・反対
（11：1）

令和 6 年度涌谷町一般
会計補正予算（第２号）○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇× ○ ー

賛成・反対
（11：1）

６月会議採決状況
○…賛成　×…反対　議長（大泉治）は可否同数にならない限り採決に加わりません。表

紙
写
真
に
つ
い
て

（3）
わくや議 だ会 よ り 第218号

令和６年８月１日発行



一
般
質
問

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え

を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ
い
方
向
へ
導
く
も
の

で
す
。

　６月会議では、６月１９日に一般質問が行われ、７人の議員が
町政について質問をしました。
　町のホームページでは、動画の録画配信を行っていますので、
そちらもぜひご覧ください。
　涌谷町ホームページ URL

（http://www.town.wakuya.miyagi.jp）

稲
いな

葉
ば

　　定
さだむ

 議員（５ページ）
① 衰退が加速するわが町の農業の考えは
② 環境省主導での稲わら焼却を再考せよ

只
ただ

野
の

 　 順
じゅん

 議員（６ページ）
① 小学生の体力向上について
② 山形県大石田町との交流について

二
に

上
かみ

　光
みつ

子
こ

 議員（７ページ）
　① 子宮頸

けい

がん HPV ワクチン接種について

　② 防災・減災の対策について　

佐
さ

々
さ

木
き

敏
とし

雄
お

 議員（８ページ）
① 道路整備促進について
② 都市公園（３箇所）の現状と維持管理について

杉
すぎ

浦
うら

　謙
けん

一
いち

 議員（９ページ）
　① 国保税について引下げの考えは

　② 管理不全空き家について対策は

一
いち

條
じょう

裕
ゆう

太
た

郎
ろう

 議員（10 ページ）
① スクールバス運行について
② 涌谷町で年間に計画されている催事やイベントについて
③ 高規格道路（みちのくウエストライン）について

佐
さ

々
さ

木
き

みさ子
こ

 議員（11 ページ）
① 改正食料・農業・農村基本法成立について
② 生活環境について

町
政
を
た
だ
す

ズバリ

議
会
懇
談
会

 

～
町
の
課
題
解
決
を

�

皆
さ
ん
と
共
に
～

皆
さ
ん
の
意
見
を
政
策
提

言
に
生
か
し
ま
す
。

　

6
月
9
日（
日
）、
町

内
6
地
区
の
会
場
で
議

会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
「
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
」
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
情
報
交
換
や
活
発

な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
頂
い
た
意
見

や
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
他
、

結
果
報
告
書
を
涌
谷
公
民

館
や
箟
岳
公
民
館
、
涌
谷

町
役
場
町
民
生
活
課
待
合

ス
ペ
ー
ス
に
配
置
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
下
記
Q‌

R
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※�掲載されている質問と答弁は、質問した
議員が 600 字以内で要約し、広報分科会
委員が調製したものです。

（4）
わくや議 だ会 よ り 第218号
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一
般
質
問

　
　
　
農
家
が
減
少
し
て
い

る
現
況
を
ど
う
捉

え
、
そ
れ
に
対
し
、
町
独
自

の
振
興
策
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
農
業
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
国
の
指
示
に
従
わ
な

い
農
家
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

科
す
内
容
は
、
離
農
を
加
速

さ
せ
る
心
配
が
あ
る
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

認
定
農
業
者
は
高

齢
化
や
後
継
者
不

足
の
状
況
に
あ
り
、
国
県
の

事
業
を
活
用
し
、
農
業
振
興

を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
は
反
対
で

あ
り
、
折
に
触
れ
意
見
を
出

し
て
い
く
。

問町
長

　
　
　
農
業
の
大
規
模
化
は

必
要
だ
が
、
小
規
模

農
業
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
田
園

風
景
を
維
持
す
る

た
め
、
個
別
経
営
や
生
産
組

合
を
法
人
化
に
誘
導
し
、
若

者
が
働
き
や
す
い
雇
用
体
系

を
普
及
さ
せ
て
い
く
。

　
　
　

兼
業
農
家
も
大
事
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

兼
業
農
家

の
協
力
も
、

多
様
な
人
材
の
育
成
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
上
で
、

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問町
長

問産
業
振
興
課
長

守るべき田園風景

汚染稲わら一時保管ハウス

国県事業を活用し農業振興を図る

稲い
な

葉ば　
　
定さ

だ
む

議員

涌谷町の農業活性化を

答

問

問

　
　
　

第
三
者
が
検
証
し
て

お
ら
ず
、
安
全
の
担

保
が
で
き
な
い
。
1
人
で
も

被
害
者
が
出
れ
ば
、「
ミ
ナ

マ
タ
」
と
同
じ
に
な
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

住
民
の
方

々
の
安
全

・
安
心
を
前
提
に
事
業
を
進

め
て
い
く
。

問産
業
振
興
課
長

　
　
　

大
崎
地
域
で
も
処
理

可
能
な
汚
染
稲
わ
ら

を
県
外
に
搬
出
し
、
自
分
の

住
む
地
域
さ
え
無
く
な
れ
ば

そ
れ
で
よ
い
の
か
。
焼
却
施

設
付
近
の
住
民
に
健
康
被
害

が
生
じ
れ
ば
、
法
に
触
れ
る

行
為
に
な
る
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

県
外
事
業
者
は
こ

れ
ま
で
、
放
射
能

濃
度
な
ど
各
種
基
準
を
満
た

し
た
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を

地
域
住
民
に
説
明
し
、
了
承

を
得
て
お
り
、
当
該
自
治
体

と
は
廃
棄
物
処
理
法
上
必
要

な
協
議
を
行
っ
た
上
で
承
諾

を
得
て
い
る
。
保
管
農
家
の

負
担
解
消
を
加
速
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問町
長

汚
染
稲
わ
ら
の
県
外
処
理
を
再
考

せ
よ

安
全
・
安
心
を
前
提
に
事
業
を

進
め
る

答

（5）
わくや議 だ会 よ り 第218号
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一
般
質
問

　
　
　

冬
場
の
運
動
に
関
す

る
取
組
の
現
状
は

ど
う
か
。
ま
た
、
団
体
競
技

に
よ
る
団
結
心
、
仲
間
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　

各
校
で
は
、
休

み
時
間
を
利
用

し
た
「
業
間
マ
ラ
ソ
ン
」
や

「
鉄
棒
・
縄
跳
び
カ
ー
ド
の

活
用
」、「
雨
天
時
の
体
育
館

の
使
用
」
な
ど
に
よ
る
体
力

向
上
、
ま
た
、
運
動
会
や
体

育
の
授
業
を
通
じ
た
団
結
心

の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

問教
育
長

　
　
　

小
学
生
の
体
力
・
運

動
能
力
の
検
証
や

分
析
は
し
て
い
る
か
。ま
た
、

県
内
で
比
較
す
る
と
ど
う

か
。

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
著
し
い
体
力

低
下
に
対
す
る
各
校
の
組
織

的
な
取
組
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
以
降
低
下
し
て
い
た
体

力
テ
ス
ト
の
合
計
点
が
令
和

5
年
度
は
全
て
の
対
象
学
年

で
前
年
度
の
数
値
よ
り
上
昇

し
た
。
し
か
し
、
県
平
均
と

比
較
す
る
と
、
当
町
は
や
や

下
回
っ
て
い
る
。

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会

主
催
の
W
e
b
縄

跳
び
の
実
施
校
と
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
5
年
度
は

県
内
3
7
3
校

中
1
0
3
校
が
参
加
し
、
当

町
で
は
涌
谷
第
一
小
学
校
が

参
加
し
た
。
令
和
6
年
度
は

涌
谷
第
一
小
学
校
と
月
将
館

小
学
校
が
参
加
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

問教
育
長

問教
育
長

大石田町「新そばまつり」でのブース出展

待ちに待った運動会（月将館小学校）

問　
　
　
山
形
県
大
石
田
町
と

友
好
交
流
協
定
を

結
び
10
年
に
な
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
交
流
の
評
価
は
ど
う

か
。
ま
た
、
今
後
、
積
極
的

な
交
流
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　

相
互
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
た
人
や
文

化
、
産
業
の
交
流
の
他
、
各

種
団
体
の
交
流
研
修
会
が
行

わ
れ
て
き
た
。
災
害
時
に
は

相
互
支
援
を
行
い
、
当
初
の

目
的
を
遂
行
し
て
き
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を

通
し
て
絆
を
深
め
合
っ
て
来

ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
主
導
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
交
流
の
拡

大
・
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

問町
長

大
石
田
町
と
の
積
極
的
な
交
流
を

引
き
続
き
交
流
の
拡
大
・
拡
充

を
図
る

答

今後も県と連携し取組を推進する

只た
だ

野の　
　
順じ

ゅ
ん

議員

子どもたちの体力向上への取組を

答

問
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一
般
質
問

名
中
22
名
が
接
種
を
受
け
、

接
種
率
は
4
・
8
％
と
な
っ

て
い
る
。
当
町
で
は
令
和
6

年
4
月
に
未
接
種
者
４
３
０

名
に
個
別
通
知
を
し
た
他
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
に
掲

載
し
、
接
種
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　
　
　
　
　

夏
休
み
に
接
種

を
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
令
和
6
年
7

月
か
ら
8
月
に
再
度
個
別
通

知
を
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

健
康
課
長

　
　
　

若
い
女
性
に
多
く
発

症
し
、
子
宮
を
失
う

こ
と
も
あ
る
子
宮
頸け

い

が
ん
を

予
防
で
き
る
H
P
V
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
副
反
応
に

よ
り
勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ

た
時
期
に
接
種
対
象
で
あ
っ

た
方
々
は
無
料
で
受
け
ら
れ

る「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」

が
令
和
7
年
3
月
31
日
に
終

了
す
る
。
公
費
助
成
が
な
い

と
自
己
負
担
額
が
10
万
円
に

な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
積

極
的
な
周
知
・
啓
発
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

令
和
6
年
度
の
対

象
者
は
平
成
9
年

度
生
ま
れ
か
ら
平
成
19
年
度

生
ま
れ
の
女
性
で
、
4
5
2

問町
長

問

防
災
訓
練
な
ど
を
通
し
て

行
っ
て
き
て
い
る
が
、
今
後

さ
ら
に
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
　
　

避
難
指
示
に
よ
り
、

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避

難
す
る
場
合
、
避
難
所
の
受

け
入
れ
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

車
中
や
ケ
ー
ジ

な
ど
、
屋
外
で

管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

問総
務
課
長

　
　
　

災
害
協
定
の
締
結
や

日
常
で
使
う
物
を
災

害
時
に
も
役
立
て
る
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
な
防
災
対
策
な
ど
、

防
災
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

災
害
発
生
時
の
対

応
を
要
す
る
事
象

を
想
定
し
、
対
策
な
ど
を
迅

速
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
災
害
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
新
規
で
整
備
す
る
も
の

は
日
常
生
活
に
役
立
ち
、
非

常
事
態
の
際

に
も
有
益
な

効
果
が
あ
る

よ
う
に
検
討

し
、
整
備
す

る
こ
と
が
大

事
と
考
え
る
。

普
及
啓
発
は

こ
れ
ま
で
も

問町
長

想
定
外
の
災
害
に
平
時
か
ら
の

対
策
を

さ
ら
な
る
普
及
啓
発
を
進
め
る

答

再度個別通知を検討している

二に

上か
み　
光み

つ

子こ

議員

キャッチアップ接種の勧奨を

答

問
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一
般
質
問

　
　
　
中
央
公
園
南
側
で
子

ど
も
の
飛
び
出
し

が
心
配
さ
れ
、
フ
ェ
ン
ス
設

置
の
希
望
が
あ
る
が
、
ど
う

対
応
す
る
か
。

　
　
　
　
　

確
認
し
検
討
す

る
。

　
　
　「
桜
ま
つ
り
」
開
催

時
、
草
や
ツ
タ
が
繁

茂
し
た
城
山
公
園
東
側
斜
面

問建
設
課
長

問 事
業
の
調
整
を
図
っ
て
い

く
。

　
　
　

人
口
減
少
で
利
用
者

数
が
減
る
生
活
道

路
の
管
理
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

少
数
で
も
利
用
し

て
い
れ
ば
、
最
低

限
の
維
持
管
理
は
必
要
と
考

え
る
。

　
　
　
大
橋
通
り
の
溝
ぶ
た

の
破
損
箇
所
に
危

険
性
を
感
じ
る
。
夏
ま
つ
り

な
ど
で
は
人
通
り
が
多
く
な

り
、
通
学
路
で
も
あ
る
の
で
、

歩
道
整
備
を
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　

溝
ぶ
た
は
破
損
の

度
合
い
な
ど
に
応

じ
、
交
換
や
危
険
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
歩
道
整
備
・

補
修
は
危
険
性
・
緊
急
性
に

応
じ
て
行
い
、
安
全
確
保
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　
道
路
補
修
を
約
束
し

て
、
い
ま
だ
に
行
わ

れ
て
い
な
い
箇
所
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
　
　
　

幹
線
道
路
な
ど
の

補
修
を
中
心
に
予

算
内
の
対
応
と
な
る
た
め
、

道
路
の
特
性
な
ど
考
慮
し
、

問町
長

問町
長

問町
長

将来の道路補修管理は？破損した溝ぶた

５年ぶりに刈り払いした城山東斜面

閉鎖中の浅貞山公園入り口

優先度を考慮して行う

佐さ

さ々

木き

敏と
し

雄お

議員

道路維持管理の考えは

答

問

問

　
　
　
放
置
状
態
の
浅
貞
山

公
園
に
は
民
家
や

集
会
所
が
隣
接
し
、
や
む
な

く
近
隣
の
方
が
刈
り
払
い
を

し
て
い
る
。
迷
惑
を
掛
け
な

い
管
理
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
行
政
財
産
の
た

め
、
こ
の
ま
ま
閉
鎖
し
て
お

く
の
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

騒
音
被
害
に
よ

り
、
地
域
住
民

の
要
望
で
閉
鎖
し
て
い
る
。

都
市
公
園
法
に
基
づ
き
廃
止

も
容
易
に
で
き
な
い
た
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
今
後
の
在
り
方
を

検
討
す
る
。

問建
設
課
長

が
見
苦
し
か
っ
た
。
事
前
の

刈
り
払
い
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

予
算
を
含
め
検

討
す
る
。

　
　
　
城
山
公
園
か
ら
の
眺

望
を
阻
害
し
て
い

る
雑
木
を
伐
採
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　

安
全
性
を
考
慮

し
た
植
栽
管
理

を
す
る
。
史
料
館
の
中
か
ら

で
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
い
眺
望

を
堪
能
で
き
る
。

建
設
課
長

問建
設
課
長 都

市
公
園
の
維
持
管
理
の
状
況
は

費
用
抑
制
の
状
況
下
で
の

管
理
で
あ
る

答
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一
般
質
問

　
　
　

基
金
を
活
用
し
、
国

保
税
を
引
き
下
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

当
町
で
は
平
成
18

年
度
か
ら
実
質
的

に
国
保
税
率
を
改
正
し
て
い

な
い
が
、
今
後
の
国
保
財
政

状
況
は
、
被
保
険
者
数
の
減

少
に
よ
る
保
険
税
の
減
収

や
、
高
齢
化
、
医
療
の
高
度

化
に
よ
る
「
1
人
当
た
り
の

医
療
費
」
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
税
率
の
引

き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

問町
長

　
　
　
国
保
財
政
調
整
基
金

は
、
平
成
29
年
度
に

3
億
7
5
7
8
万
円
、
平

成
30
年
度
に
4
億
6
0
2
8

万
円
、
令
和
元
年
度
に
5
億

8
4
2
8
万
円
、
令
和
2

年
度
に
5
億
9
1
3
8
万

円
、
令
和
3
年
度
に
5
億
9

0
2
8
万
円
、
令
和
4
年

度
に
7
億
1
2
1
7
万
円

と
積
み
上
が
っ
て
い
る
。
こ

の
基
金
の
運
用
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

令
和
5
年
度
に
子

育
て
世
代
に
対
す

る
町
独
自
の
経
済
的
支
援
と

し
て
、
18
歳
ま
で
均
等
割
の

全
額
を
減
免
し
て
い
る
他
、

「
脳
ド
ッ
ク
」
や
「
節
目
人

間
ド
ッ
ク
」
の
助
成
な
ど
に

基
金
を
活
用
し
て
い
る
。
今

後
は
、
保
険
税
水
準
の
統
一

に
よ
る
国
保
税
額
の
引
き
上

げ
が
予
想
さ
れ
、
基
金
を
活

用
し
た
激
変
緩
和
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
慎
重
に
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
。

問町
長

※万円未満切り捨て

国民健康保険事業勘定特別会計
財政調整基金残高

3億
7578万円

4億
6028万円

5億
8428万円

5億
9138万円

5億
9028万円

7億
1217万円

H29 H30 R1 R2 R3 R4

所有者 利用
希望者

涌谷町
空き家バンク

不動産業者
（登録事業者）

登録事業者
の選択

募集

①登録 ②情報発信

③登録申込

④交渉④交渉

登録

※ 1  �管理不全空き家とは、窓、壁の破損や雑草、ごみの放置が見られるなど管理が不十分
な空き家のこと。

※ 2  �特定空き家とは、そのまま放置すると倒壊などの恐れがある空き家のこと。
（いずれも市区町村からの指導・勧告の対象となり、指導に従わずに勧告を受けると固定資
産税などの軽減措置が受けられなくなる。）

問

　
　
　
　

時
間
は
か
か
る
が
、

問
題
解
決
に
向
け

て
継
続
し
て
相
談
を
受
け
な

が
ら
、
所
有
者
に
適
正
な
管

理
を
依
頼
し
、
解
消
に
努
め

て
い
く
。
ま
た
、「
第
2
次

涌
谷
町
空
家
等
対
策
計
画
」

の
改
正
を
進
め
、
２※

特
定
空

き
家
に
な
る
前
の
管
理
に
つ

い
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　

１※

管
理
不
全
空
き
家

の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

空
き
家
調
査
を

行
っ
た
平
成
26
年

と
令
和
2
年
を
比
較
す
る
と

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　

管
理
不
全
空
き
家
対

策
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

問町
長

問

管
理
不
全
空
き
家
に
対
す
る

考
え
は

継
続
し
て
解
消
に
努
め
て
い
く

答

現時点で引き下げは考えていない

杉す
ぎ

浦う
ら　

謙け
ん

一い
ち

議員

国保税引き下げの考えは

答

問

空き家バンク利用の流れ

1 �所有者等（売りたい人・貸したい人）は
町に物件を登録し、不動産業者を選択

2 町は登録された物件情報を公開
3 ��利用希望者（買いたい人・借りたい人）

は町に登録し交渉申込
4 ��所有者・不動産業者・利用希望者による

交渉
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一
般
質
問

基
本
と
し
た
安
全
に
停
車
で

き
る
場
所
を
選
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
契
約
は
3
年
間
で
令
和

7
年
3
月
末
ま
で
と
な
り
、

本
年
度
中
の
大
幅
な
運
行
経

路
の
変
更
は
難
し
い
。
ス

ク
ー
ル
パ
ス
ポ
ー
ト
で
町
民

バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
児
童

も
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
も

企
画
財
政
課
と
協
議
し
な
が

ら
、
今
後
の
児
童
・
生
徒

数
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
、

ル
ー
ト
を
含
め
て
再
検
討
す

る
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
現

在
の
運
行
ル
ー
ト

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
定
め

た
の
か
。ま
た
、今
後
の
ル
ー

ト
は
再
検
討
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

各
学
校
の
統
廃

合
を
行
う
際
、

意
向
調
査
を
基
に
保
護
者
や

学
校
と
協
議
・
検
討
を
行
い
、

基
本
と
な
る
ル
ー
ト
を
決
定

し
て
い
る
。
運
行
の
基
準
は
、

小
学
校
は
片
道
2
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
、
中
学
校
は
片
道

6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通

学
距
離
と
な
る
児
童
・
生
徒

を
対
象
と
し
て
、
乗
降
場
所

は
、
町
民
バ
ス
の
停
留
所
を

問教
育
長

ルートの再検討が急務であるスクールバスの運行

伝統文化と新しい文化の融合を

道路に係る同盟会での活動は

整備促進に向けて要望してきた

これも質問しました

ルートを含め再検討する

一い
ち

條じ
ょ
う

裕ゆ
う

太た

郎ろ
う

議員

今後のスクールバスの運行方針は

答

問

問

問

国
大
会
や
天
平
ろ
ま
ん
館
の

30
周
年
事
業
な
ど
の
事
業
実

施
の
中
で
、
町
、
観
光
物
産

協
会
、
実
行
委
員
会
な
ど
の

役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、

盛
会
裏
に
開
催
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
方
々
の
協
力
の
下
に

進
め
て
い
く
。

　
　
　
催
事
や
イ
ベ
ン
ト
に

関
連
す
る
実
行
委

員
会
の
充
実
を
図
り
、
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

桜
ま
つ
り
な
ど
の

各
イ
ベ
ン
ト
は
、

令
和
5
年
5
月
よ
り
コ
ロ
ナ

禍
以
前
と
同
規

模
で
実
施
で
き

た
が
、
参
加
人

数
や
集
客
数
は

戻
っ
て
い
な
い
。

経
済
効
果
を
も

た
ら
す
た
め
に
、

既
存
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
、

実
行
委
員
会
の

組
織
・
連
携
を

図
り
な
が
ら
、

計
画
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、

40
回
目
を
迎
え

る
秋
の
山
唄
全

問町
長

イ
ベ
ン
ト
で
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を

既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず

進
め
る

答

答
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一
般
質
問

　
　
　

基
本
法
成
立
後
、
将

来
、
当
町
の
農
業
を

守
る
人
材
確
保
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

就
農
者
数
よ
り
離

農
者
数
が
多
い
の

が
現
状
だ
が
、
土
地
利
用
型

作
物
に
つ
い
て
は
低
コ
ス
ト

生
産
を
行
え
る
栽
培
形
態
を

確
立
し
、
面
積
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
農
地
を
次
世
代
に
引
き

継
げ
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。 問町

長

　
　
　

基
本
計
画
作
り
が
始

ま
る
が
、
当
町
の
農

業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
の
か
。

　
　
　
　

法
改
正
に
よ
り
、

生
産
コ
ス
ト
を
農

産
物
に
価
格
転
嫁
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
明
確
化
す
る

こ
と
と
な
る
。
農
業
者
と
し

て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
低

農
薬
に
よ
る
農
産
物
な
ど
の

付
加
価
値
を
加
え
る
こ
と

や
、
土
地
利
用
型
作
物
で
は

低
コ
ス
ト
農
業
の
導
入
・
面

積
拡
大
を
行
う
こ
と
、
園
芸

作
物
で
は
新
品
種
や
加
工
・

業
務
用
露
地
野
菜
な
ど
の
導

入
に
よ
り
、
所
得
向
上
に
近

づ
く
と
考
え
て
い
る
。

問町
長

雑草が生い茂る歩道

農業基本法改正法施行
農政はどう変わる？

問

啓
発
を
続
け
、
住
民
に
分
か

り
や
す
い
ご
み
の
出
し
方
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
ご
み
集
積
所
の
改
修

な
ど
に
対
す
る
補

助
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

公
衆
衛
生

組
合
連
合

会
で
1
組
合
当
た
り
年
1
回

ま
で
上
限
額
5
万
円
と
し
て
、

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

問町
民
生
活
課
長

　
　
　

町
道
の
歩
道
維
持
、

補
修
の
見
通
し
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

今
後
も
道
路
除
草

や
歩
道
の
維
持
管

理
な
ど
は
地
域
の
皆
さ
ま
に

協
力
い
た
だ
き
、
補
修
は
予

算
内
で
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
の
ご
み
集
積
所

の
鳥
な
ど
に
よ
る

被
害
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

多
く
寄
せ
ら
れ
る

の
は
カ
ラ
ス
に
よ

る
ご
み
の
飛
散
で
、
鳥
よ
け

や
黄
色
い
ご
み
ネ
ッ
ト
の
導

入
の
提
案
な
ど
対
応
し
て
き

た
。
ま
た
、
ご
み
の
出
し
方

に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
、

啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ご
み

集
積
所
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
な
ど
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

今
後
も
ご
み
出
し
ル
ー
ル
の

問町
長

問町
長

安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の

維
持
を

現
状
を
把
握
し
、
対
策
を
講
じ

て
い
く

答

次世代に引き継げるよう支援する

佐さ

さ々

木き

み
さ
子こ

議員

農業の今後の展望は

答

問
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後藤 岬さん（３区）

vol.29

議会に皆さんの
ご意見をお寄せください。

Voice
キラキラ

Q

A

あなたのことを教えてください。
涌谷町でお米を作りながら、酪農ヘルパーもしています。
日々父親と試行錯誤しながら農業に取り組んでいます。

酪農家が休日を取れるよう、代わって酪農の仕事を行ってくれるヘルパーさんは
ありがたい存在です。空手で東北大会優勝と聞きました。おめでとうございます。
これからも頑張ってください。

Q

A

議会についてどう思いますか。

涌谷町民にとって、より良い議会活動を期待しています。

Q

A

涌谷町をどういう町にしたいですか。

町民が活気的で、町全体が明るい町になってほしいと思います。

議会
から

編
集
ろ
ま
ん

だ
よ
り

　　

令
和
6
年
も
下
半
期
に
入

り
、
季
節
の
移
ろ
い
の
早
さ

を
強
く
感
じ
る
の
は
、
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
は
今
、パ
リ
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
真
っ
最
中

で
す
が
、
日
本
チ
ー
ム
は
何

個
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
の
か

注
目
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
戦
い
は

大
い
に
結
構
で
す
が
、
実
際

の
戦
争
は
、
早
く
や
め
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人

た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

同
情
に
堪
え
ま
せ
ん
。
世
界

中
で
分
か
り
合
え
る
日
が
来

る
こ
と
を
祈
り
た
い
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
選

手
団
ガ
ン
バ
レ
‼

�

（
竹
中
弘
光
）

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　 

広
報
分
科
会

分
科
会
長
　
佐
々
木
　
敏
　
雄

副
分
科
会
長
　
一
　
條
　
裕
太
郎

委
　
　
員　

竹
　
中
　
弘
　
光

委
　
　
員　

稲
　
葉
　
　
　
定

委
　
　
員　

黒
　
澤
　
　
　
朗

委
　
　
員　

二
　
上
　
光
　
子

議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

次
回
の
定
例
会
議
は

９
月
12
日
か
ら

開
催
予
定
で
す

　

詳
し
い
日
程
と
一
般
質
問
の

内
容
は
、
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

☎
43
ー
２
１
２
７

涌
谷
町
議
会
の
本
会
議
な

ど
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

議
会
の
内
容
を
動
画
配
信

サ
イ
ト 

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
」
で
生
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

各
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容

も
動
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
左

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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